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［ 富士大生対応 ］
2020年6月1日

新型コロナウイルス感染「健康管理の普及」からの対応

★熱や咳などの比較的軽いかぜ症状が４日以上続く場合

★発熱や咳などのかぜ症状が強い場合

★解熱剤などを飲み続けなければならない場合

※発熱は、感染症や腫瘍、炎症などにより起こります。一般に、３７.５

度以上の場合は、発熱とみなします。但し、平熱には個人差がありま

すので、平熱よりも１度以上高い場合は発熱と考え、注意してくださ

い。

★物を食べているのに味が感じない（味覚異常）、食べ物の臭いが感じに

くい（嗅覚異常）の症状が２週間続いた場合

★息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のい

ずれかがある場合

★基礎疾患（※）がある方で、発熱や咳などの比較的軽いかぜ症状がある

場合

※基礎疾患：糖尿病、心不全、呼吸器疾患（慢性閉塞性肺疾患など）な

どがある方や透析を受けている方、免疫抑制剤や抗がん剤などを用い

ている方

１.帰国者・接触者相談センター等へ相談する場合の症状の目安

２.帰国者・接触者相談センター等の連絡先

◆岩手県中部保健所：０１９８ʷ２２ʷ４９５２ （ 平日9：00～17：00 ）

◆岩手県県庁医療政策室：０１９ʷ６５１ʷ３１７５ （ ２４時間対応 ）

◆電話・オンライン診療実施医療機関 ※

※岩手県のＨＰにアクセス

トップページ ＞ くらし・環境 ＞ 医療 ＞ 医療制度・政策 ＞

電話や情報通信機器を用いた診療（オンライン診療）を実施する

医療機関 の欄に添付ファイルとして

『電話や情報通信機器を用いて診療を実施する医療機関の一覧』

が掲載されています。

◆富士大学学生部：０１９８ʷ２３ʷ７９３１
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◆大学を休む（症状が改善されるまで）

◆外出を控え自宅待機（健康観察）

３.新型コロナウイルス感染 連絡・相談フローチャート

症状１：発熱や咳などのかぜの症状を発症

症状３：症状が改善されず、上記「１.帰国者・接触者相談センター等へ相談する

場合の症状の目安」になる

症状４：新型コロナウイルス感染 陽性

（入院・自宅療養など）

症状５：新型コロナウイルス感染 陰性

（症状改善：退院）２週間の自宅待機

◆帰国者・接触者相談センター（中部保健所）または電話・オンライン診療実施

医療機関に電話で相談

◆医療機関を紹介・受診・検査 ◆医療機関の受診指示なし

症状５：新型コロナウイルス感染 陰性

必要に応じた経過観察

保健所の指示に従う

（自宅療養）

学生部に連絡

学生部に連絡

★大学復学・日常生活復帰

学生部

に連絡

症状２：上記「１.帰国者・接触者相談センター等へ相談する場合の症状の

目安」になる前に症状が改善

★症状改善日の翌日まで

◆大学を休む継続

◆外出を控え自宅待機継続（健康観察）

★症状改善日の翌々日：大学復学・日常生活復帰

学生部

に連絡

戻

る


